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Ⅰ　一般学力検査結果の概要 

　 

　令和８年２月 25日（水）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜における一般学力検

査について、その概要を取りまとめたので、今後の学習指導の参考としてください。 

 

１　出題について 

　一般学力検査問題の出題に当たっては、中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき、分野・領域のバランスに留意するとともに、基礎的・基本的な内容を中心に出

題した。また、総合問題や記述問題などを取り入れることによって、思考力、判断力、及

び表現力等をみるよう配慮した。 

　出題の大問数等については、次のとおりである。なお、英語においては、例年どおり実

音聴取による問題を出題した。 

 

各教科における設問数 

＊　記述問題等には、漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。 

 

２　検査結果の概要について　　 

　　各教科の平均点、標準偏差及び得点分布については、次のとおりであった。 

 

各教科（50点満点）の平均点 

 

各教科（50点満点）の標準偏差 

 内容 国語 社会 数学 理科 英語

 大問数 ４ ４ ６ ５ ４

 設問数 22 26 18 24 22

 選択問題 ５ 14 ４ 14 13

 記述問題等 17 12 14 10 ９

 教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均

 令和８年度 26.0 21.8 20.7 25.8 20.2 22.9

 令和７年度 21.4 24.4 19.6 26.2 21.4 22.6

 教科 国語 社会 数学 理科 英語

 令和８年度 8.8 10.2 11.6 11.0 11.3

 令和７年度 8.3 10.5 9.5 10.4 12.5
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（各教科の得点分布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５教科合計について、得点分布の状況を示すグラフの全体の形は、やや中央が高く

なった山形になっており、平均点は、単純な経年比較はできないものの、昨年度と比

べ大きな変化はない。 

教科別にみると、国語については、得点分布の全体の形がやや右寄りの中央が高く

なった山形となっており、平均点は昨年度と比べ上昇した。学習を進めていく上での

基盤となる「漢字の読み」と「漢字の書き取り」についての正答率は、それぞれ83.2

％、67.1％と「漢字の読み」に比べ「漢字の書き取り」が低い。大問別にみると、説
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明的な文章についての大問の正答率が比較的低い。 

社会については、得点分布の全体の形がやや左寄りの中央が高くなった山形となっ

ており、平均点は昨年度と比べ下降した。分野別にみると、地理的分野についての問

題の正答率が比較的低い。 

数学については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっているが、平均点は昨

年度と比べやや上昇した。今後学習を進めていく上での基盤となる「簡単な数・式の

計算」についての正答率の平均は 75.6％と高い。領域別にみると、関数についての問

題の正答率が比較的低い。 

理科については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっており、平均点は昨年

度と比べ大きな変化はない。領域別にみると、「エネルギー」を柱とする領域につい

ての問題の正答率が比較的低い。 

英語については、得点分布の全体の形が左側が高くなった山形になっており、平均

点は昨年度と比べやや下降した。大問別にみると、コミュニケーションを行う目的や

場面、状況に応じて、表現内容を工夫してコミュニケーションを行うことについての

大問の正答率が比較的低い。 

５教科に共通した課題としては、課題解決の場面で、文章・資料等から読み取るな

どして得た情報を、既習の知識や学習内容等と関連付けて考察して、自分の考えをも

ったり判断したりし、その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げ

られる。 

　この点を改善するためには、まず、自然・社会における事象の考察、コミュニケー

ションの場面などにおいて、目的や状況等に応じて思考・判断したり表現したりする

のにふさわしい問いや学習課題を設定して学習指導を行うことが考えられる。そして、

生徒が問いや学習課題に答えたり、取り組んだりする過程において、基礎的・基本的

な知識及び技能の習得も図りつつ、精査した情報を基に自分の考えを形成し、その過

程や結果を文章などによって表現する場面を設けることが重要である。 

こうした学習指導を行う上で大切なのは、それぞれの教科の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせることにつながるような問いや学習課題を設定することである。生

徒が学習の過程において「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けて

より深く理解したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造し

たりすることに向かうような学びにしていくことが重要である。こうした学びの過程

においては、デジタル学習基盤を活用し、生徒が自ら学習を調整しつつ、他者と協働

して異なる考え方を組み合わせていくなどといった、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体的な充実を図ることも大切である。なお、「Ⅱ 各教科の出題のねらい

及び正答率と指導のポイント」に、各教科における指導のポイントの参考として学習

指導の一例を示した。 
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また、高等学校においても、各教科・科目の目標や系統性を理解した上で、義務教

育段階の指導状況や生徒の発達段階、生徒の言語能力の状況を踏まえ、単元の構成や

指導の在り方を工夫・改善していく必要がある。 
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Ⅱ　各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント 

 

国　　語  

 

１　出題のねらい及び正答率 

 

言葉に関する基礎的・基本的な知識及び技能、また、現代文（文学的な文章、説明

的な文章）及び古典によって、伝え合う力、思考力や想像力などをみる。 

 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

　一は、言葉の特徴や使い方に関する基礎的・基本的な知識及び技能についてみる問

題である。 

１　漢字を正しく読んだり書いたりすることができる。 

（ア 96.1％、イ 85.9％、ウ 67.6％、エ 66.7％、オ 57.1％、カ 77.6％） 

２　熟語の構成について理解している。（81.5％） 

３　単語の類別について理解している。（78.9％） 

 

二は、文学的な文章について、想像力などを働かせて、場面や登場人物の心情など

を的確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１　文脈に即して登場人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することができる。

（13.2％） 

２  文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（74.4％） 

３　話の展開に即して登場人物の心情の変化を的確に捉え、それを適切に表現するこ

とができる。（8.0％） 

４（１）話の展開に即して場面を的確に捉えることができる。（81.9％） 

（２）観点を明確にして文章を比較し、登場人物の言動の意味を的確に捉え、それ

を適切に表現することができる。（Ⅱ 52.5％、Ⅲ 5.6％） 

 

三は、説明的な文章について、思考力などを働かせて、文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１　論理の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（50.5％） 

２　論理の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（22.6％） 

３（１）目的に応じて必要な内容を的確に捉えることができる。（58.4％） 
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（２）文章の構成や論理の展開について評価することができる。（17.3％） 

 

四は、古典について、基礎的な事項の理解、文章の内容などを的確に捉え、それを

適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１　歴史的仮名遣いについて理解している。（94.8％）　 

２　指示語の内容を文脈の中で的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（4.4％） 

３　文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（47.9％） 

４　文章の展開に即して内容を的確に捉え、古典に表れたものの見方や考え方を適切

に表現することができる。（9.7％） 

 

※正答率等詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた二の３を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、話の展開に即して登場人物の心情の変化を的確に捉え、それを適切

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

96.1 0.0 3.5 0.4

85.9 0.0 13.5 0.6

67.6 0.0 30.8 1.6

66.7 0.0 21.9 11.4

57.1 0.0 28.2 14.7

77.6 0.0 13.2 9.1

２ 81.5 0.0 18.5 0.0

３ 78.9 0.0 21.1 0.0

１ 13.2 67.8 17.9 1.1

２ 74.4 0.0 25.5 0.1

３ 8.0 22.4 61.9 7.8

(1) 81.9 0.0 18.0 0.1

Ⅱ 52.5 29.9 15.2 2.4

Ⅲ 5.6 38.1 53.0 3.3

１ 50.5 0.0 48.2 1.4

２ 22.6 56.3 17.4 3.7

(1) 58.4 8.8 24.9 7.9

(2) 17.3 50.3 19.9 12.5

１ 94.8 0.0 3.3 1.9

２ 4.4 21.3 45.4 28.9

３ 47.9 0.0 51.4 0.8

４ 9.7 24.2 39.8 26.3

問題番号

　ア

　イ

　ウ

　エ

　オ

　カ

　Ⅰ・Ⅱ

１

二

４
　(2)

三

３

四

一

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

正答 部分正答 誤答 無答
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に表現する力が養われているかどうかをみる問題として作成した。 

具体的には、登場人物である姉の言動を見聞きした妹の心情の変化を、話の展開

に即して文章でまとめさせる問題として作成した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 

 

【見通し】 

①　導入として、過去の読書経験から印象に残った物語を想起させ、物語の面白

さには、登場人物の心情の変化が関わっていることに気付かせる。その後、単

元の目標として、「話の展開に即して登場人物の心情の変化を的確に捉え、そ

れを適切に表現する力を身に付けること」を生徒と共有し、「小説を読んで登

場人物の心情の変化が伝わる朗読をする」という言語活動を提示し、学習の見

通しをもたせる。 

 

【構造と内容の把握】 

②　教科書に掲載されている小説を読み、構造と内容の把握として、行動や会話、

情景などに係る描写を基に、文章の展開や登場人物の相互関係、心情の変化を

捉えさせる。その後、心情の変化が伝わる朗読をするために、重要だと考える

場面を複数選ばせる。 

構造と内容の把握につまずいている生徒には、人物相関図や出来事を場面の

展開に沿って整理した図を作成させたり、辞書を用いて心情を表す語句につい

て意味や用法を調べさせたりする。 

 

【精査・解釈、考えの形成、共有】 

　③　心情の変化が伝わる朗読をするために、心情の変化について何を考えるとよ

いか（きっかけとなる出来事、言動、表情、口調、様子等）を挙げさせ、学級

全体で共有する。その上で、②の学習で選んだ場面を相互に結び付けたり、場

面と登場人物の心情や行動、情景に係る描写を結び付けたりすることで、心情

の変化について考えさせる。その際、場面や描写のどの言葉の意味、働き、使

い方等を手がかりにしたのかを明らかにするよう促す。その後、心情の変化に

ついて考えたことをワークシートにまとめさせる。 

場面と場面、場面と描写を結び付けることにつまずいている生徒には、心情

の変化について考える上で重要な場面や描写を複数提示し、それらを結び付け
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ると、どのような意味付けができるかと問いかけ、場面や描写に着目する視点

を示す。 

　　 

④　生徒は、③のワークシートを基に、②で選んだ場面の文章のテキストデータ

に、コメント機能を用いて、どのように朗読するかを記したメモを作る。具体

的には、登場人物の表情、口調、様子等をメモ書きする。　　 

次に、同じ場面を選んだ生徒同士でグループを作り、そのグループ内で、朗

読のためのメモと③のワークシートを提示しながら、心情の変化についてどの

ように考えたかを説明し合い、他者の考えやその根拠について知る。その上で、

改めて自分が文章をどのように捉えて精査・解釈したのかを振り返り、朗読の

ためのメモやワークシートを加筆・修正することで、心情の変化についての考

えを確かなものにする。その後、グループ内で朗読し合う。 

 

【振り返り】 

⑤　①～④の学習の振り返りを通して、心情の変化を的確に捉えるには、複数の

場面を相互に結び付けたり、場面と登場人物の心情や行動、情景に係る描写を

結び付けたりすることが大切であると気付かせる。なお、本単元で学んだこと

を生かして別の小説を読むことで、学びを一層充実したものにすることも考え

られる。 
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　社　　会 

　 

１　出題のねらい及び正答率 

 

地理的分野、歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって、基礎的・基本的な知

識及び技能、各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した結果を表現する

能力をみる。 
 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１  地理的分野 

　  世界と日本の地理に関する基礎的・基本的な知識及び技能、地図・資料を活用し

て考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

　１（１）シリコンバレーの位置と特徴について理解している。（47.5％） 

　　（２）世界と日本の気候について、地図と資料から読み取ったことを関連付けて

考察し、判断することができる。（48.0％） 

　　（３）本初子午線と世界や日本の山脈や河川の位置について理解している。 

（24.2％） 

　２　仙台駅から三つの駅までの、交通手段による所要時間の違いについて、資料と

地図から読み取ったことを関連付けて考察し、判断することができる。（40.3％） 

　３　カリフォルニア州の家庭において、英語以外で最も多く話されている言語とそ

の言語を話す人々について、資料を読み取って考察し、それを表現することがで

きる。また、その人々がカリフォルニア州に多い理由について、資料から読み取

ったことを考察し、それを表現することができる。（a・b 33.5％、c 13.6％） 

 

２  歴史的分野 

　　日本と外国との関わりを素材として、歴史的事象に関する基礎的・基本的な知識

及び技能、資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

　１　律令国家の政治の仕組みについて理解している。（58.2％） 

２　平安時代の文化について理解している。（58.4％） 

３　鎌倉時代の分割相続の背景について、資料を読み取って考察し、それを表現す

ることができる。（a 20.7％、b 10.7％） 

４　刀狩令について理解している。（82.8％） 

５　アヘン戦争について、資料を読み取って考察し、判断することができる。 

（61.2％） 
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６　琉球王国の中継貿易について、資料を読み取って考察し、判断することができ

る。（48.7％） 

 

３  公民的分野 

  　日本の政治及び経済に関する基礎的・基本的な知識及び技能、資料を活用して考

察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

　１　生存権について理解している。（92.5％） 

　２　公衆衛生について理解している。（51.2％） 

　３　クラウドファンディングについて理解している。（20.2％） 

　４　衆議院議員総選挙の選挙制度とその投票方法について、資料を読み取って考察

し、判断することができる。（34.4％） 

　５　規制緩和について理解している。（53.8％） 

　６　道路建設における効率と公正について、資料を読み取って考察し、それを表現

することができる。（a 9.9％、b 20.8％） 

 

４  総合 

　　チョコレートの価格上昇を素材として、地理的・歴史的・社会的事象に関する基

礎的・基本的な知識及び技能、資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能

力をみる問題である。 

　１　日本のエネルギー供給割合の推移について、資料を読み取って考察し、判断す

ることができる。（54.4％） 

　２　大西洋三角貿易と為替相場について理解している。（46.9％） 

　３（１）カカオ豆の生産と気候との関連について、地図を読み取って考察し、判断

することができる。（45.7％） 

　　（２）地球温暖化による日本の農業への影響について、資料を読み取って考察し、

それを表現することができる。（14.8％） 

　４　政府開発援助について理解している。また、井戸の整備と識字率との関連につ

いて、資料を読み取って考察し、それを表現することができる。 

（c 11.3％、ｄ 32.4％） 
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※正答率等詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた３６を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、道路建設における効率と公正について、資料を読み取って考察し、

それを表現する力が養われているかどうかをみる問題として作成した。 

具体的には、架空の市において新たに都市高速道路の出口を設置する際に、都市

高速道路を運営するＸ社と、出口付近の土地所有者のＹ社で対立が生じる事例を基

に、効率と公正の考え方に当たる内容を資料から読み取り、考察させ、説明させる

問題として作成した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 

 

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 47.5 0.0 43.9 8.6

(2) 48.0 0.0 51.9 0.1

(3) 24.2 0.0 75.6 0.1

２ 40.3 0.0 59.4 0.2

ａ・ｂ 33.5 0.6 63.2 2.7

ｃ 13.6 22.9 51.7 11.8

１ 58.2 0.0 41.6 0.1

２ 58.4 0.0 35.3 6.3

ａ 20.7 6.6 64.1 8.7

ｂ 10.7 16.4 62.9 10.0

４ 82.8 0.0 17.0 0.1

５ 61.2 0.0 38.7 0.1

６ 48.7 0.0 50.7 0.6

１ 92.5 0.0 7.4 0.1

２ 51.2 2.1 46.3 0.3

３ 20.2 0.0 65.4 14.3

４ 34.4 0.0 65.3 0.3

５ 53.8 0.0 45.7 0.5

ａ 9.9 28.6 54.2 7.3

ｂ 20.8 24.1 46.7 8.4

１ 54.4 0.0 45.6 0.0

２ 46.9 0.0 53.1 0.1

(1) 45.7 0.0 53.6 0.7

(2) 14.8 37.2 42.4 5.6

ｃ 11.3 0.0 82.0 6.7

ｄ 32.4 49.1 12.9 5.6

問題番号

１

１

３

３

６

４ ３

４

２

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

正答 部分正答 誤答 無答
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【課題把握（動機付け）】 

①　前時の復習として、合唱コンクールの練習場所の割り当てを事例に、効率と

公正（手続きの公正さ、機会の公正さ、結果の公正さ）という考え方を学んだ

ことを振り返る。次に、学校生活や日常生活において、対立が生じる事例や、

きまりを作る上で判断の基準が複数ある事例がないか投げかけ、「効率と公正

の考え方を用いて、様々な事例を捉えることができるようになろう。」という

学習課題を提示する。 

 

【課題追究（情報収集・考察）】 

②　生徒は、学校生活や日常生活において、対立が生じる事例や、きまりを作る

上で判断の基準が複数ある事例について、個人で教科書やインターネット等

を利用して調べる。調べた事例において、問題の解決やきまりを作る上でどの

ような決定の仕方があるのかを検討し、その事例における効率と公正の考え

方をスライドにまとめる。 

 

③　教師は、生徒が作成したスライドを相互参照できるよう設定しておき、生徒

は、②で各自が調べ、まとめたことをグループ内で説明する。同じグループの

生徒たちは、スライドを見ながらその説明を聞き、事例における効率や公正の

考え方が適切かを考察する。その際に、教師は、誰にとってどのような利害が

あるのかに着目させたり、手続きの公正さ、機会の公正さ及び結果の公正さの

うち、どの公正の意味合いであるかに着目させたりするなど、生徒が思考を整

理しやすくなるよう支援する。 

 

【課題解決（まとめ）】 

④　生徒は、学習課題及び②・③の学習を踏まえ、自身が調べた事例における効

率と公正の考え方について、スライドに加筆・修正をする。その際に、教師は、

③で着目した公正の意味合いについて、複数該当すると考えられる場合、それ

ぞれをまとめるよう指示する。 

 

【新たな課題（振り返り）】 

⑤　教師は、新聞やテレビなどで報道されるニュースのうち、効率と公正の考え

方で捉えられるものはないか投げかけ、なぜそれが世間で議論される課題に

なっているのかを考察させる。また、効率と公正の考え方を基にしながら、今

後の公民的分野における政治、経済、国際社会の諸課題の学習を進めることが

重要であることを説明し、以降の学習の基礎となるよう意識付けを行う。 
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数　　学 

 

１　出題のねらい及び正答率 

 

数と式、図形、関数及びデータの活用の各領域において、基礎的・基本的な知識及

び技能、数学的な思考力、判断力、表現力をみる。 

 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１　数と式や図形、関数、統計について、基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題

である。 

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。（87.8％） 

（２）文字を用いた式の四則計算をすることができる。（82.4％） 

（３）平方根を含む式の計算をすることができる。（68.5％） 

（４）二次方程式を解くことができる。（63.6％） 

（５）一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、変化の割合を基に、ｘの増加量に対するｙの

増加量を求めることができる。（42.3％） 

（６）２乗に比例する関数のグラフの特徴を理解している。（67.3％） 

（７）回転移動及び対称移動について理解している。（46.4％） 

（８）標本調査によって白玉の個数を推定することができる。（80.0％） 

 

２　図形や確率について、数学的な思考力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす錐体の体積を求めることができる。（34.8％） 

（２）与えられた条件を満たす確率を求めることができる。（8.1％） 

 

３　数と式について、数学的な思考力、判断力、表現力をみる問題である。 

（１）事柄が成り立つかどうかを正しく判断することができる。（34.2％） 

（２）予想が成り立つことを、文字式を利用して、証明することができる。（42.6％） 

 

４　統計について、基礎的・基本的な知識及び技能、数学的な思考力、表現力をみる

問題である。 

（１）度数分布表を基に、相対度数を求めることができる。（61.7％） 

（２）箱ひげ図から読み取れることを基に、「Ｃ市はＢ市より１日の気温差が小さい

傾向にある」と主張できる理由を、数学的な表現を用いて説明することができる。

（15.4％） 

- 13 -



５　図形や関数について、数学的な思考力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たすｙの値を求めることができる。（31.0％）   

（２）与えられた条件に基づいて図形を考察し、ｙをｘの式で表すことができる。 

（5.5％）   

（３）与えられた条件に基づいて図形を考察し、ｘの値を求めることができる。 

（7.1％）   

 

６　図形について、数学的な思考力、表現力をみる問題である。 

　　与えられた条件に基づいて図形を考察し、２つの図形が合同であることを証明す

ることができる。（21.6％） 

 

※正答率等詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　指導のポイント 

　 

上記の結果から、定着に課題がみられた４（２）を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、統計について、日常の事象を数理的に捉え、データの分布の傾向を

読み取り、判断したことを数学的な表現を用いて的確に表現する力が養われている

かどうかをみる問題として作成した。 

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 87.8 0.0 12.0 0.2

(2) 82.4 0.0 16.6 1.0

(3) 68.5 4.5 21.5 5.6

(4) 63.6 2.8 27.2 6.4

(5) 42.3 0.0 51.5 6.3

(6) 67.3 0.0 32.0 0.7

(7) 46.4 0.0 53.1 0.4

(8) 80.0 0.0 19.6 0.4

(1) 34.8 0.0 57.4 7.8

(2) 8.1 0.0 64.0 27.9

(1) 34.2 2.6 61.7 1.4

(2) 42.6 14.5 28.9 14.0

(1) 61.7 0.0 31.3 7.0

(2) 15.4 15.6 53.8 15.3

(1) 31.0 0.0 55.8 13.3

(2) 5.5 0.0 68.8 25.7

(3) 7.1 0.0 58.8 34.1

６ 21.6 35.5 24.0 19.0

問題番号

２

３

４

５

１

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

正答 部分正答 誤答 無答
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具体的には、Ｂ市、Ｃ市それぞれの１日の気温差のデータについての箱ひげ図を

提示し、「Ｃ市はＢ市より１日の気温差が小さい傾向にある」と主張できる理由を、

箱ひげ図から読み取れることを基に説明することができるかを問う問題として作成

した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 

 

【既習事項を確認する】 

①　日常生活や社会におけるデータについてのヒストグラム、箱ひげ図を提示し、

それらを比較させながら、例えばヒストグラムであれば「分布の形が分かりや

すい」、箱ひげ図であれば「複数のデータの分布が比較しやすい」など、それ

ぞれの特徴を説明させる。 

 

【問いを立てる】【計画を立てる】 

②　身の回りの事柄についてどのようなデータがあるのかを紹介する。例えば、

スポーツの記録やアンケートの結果等が掲載されているウェブサイトを紹介

し、そこに掲載されているデータについて、どのような特徴や傾向がありそう

なのかを簡単に説明させる。 

 

③　インターネットを利用して、興味がある事柄について、どのようなデータが

あるか、その信頼性についても留意しながら調べさせる。調べたことを踏まえ、

「ある市の平均気温は年々上昇しているのではないだろうか」などの問いを立

てさせ、問いの解決などに向けて計画を立てさせる。 

 

【データを収集する】【データを整理する】 

④　立てた計画を基に必要となるデータを収集させる。収集したデータは、目的

に応じて、分類したり、代表値などに表したりするなどしてデータを整理させ

る。 

 

【データを分析する】【分析の結果から結論を出す】 

⑤　対象とするデータを基に作成した図、表、グラフなどから、どのような特徴

や傾向が読み取れるかを考察し、問いに対する結論を出させる。その際、結論

を出した理由について、判断の根拠を明らかにさせる。 
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【説明・振り返り】 

⑥　③～⑤についてまとめたレポートを、クラウド上で作成させ、グループ内で

レポートを見せ合いながら説明させる。聞き手は説明者に対して、分析の方法

や問いに対する結論が適切であるかなど様々な視点でフィードバックを行う。

説明者はフィードバックを受けて気付いたことを踏まえ、レポートの改善に取

り組む。終わりに、学習を振り返らせ、分かったことや考えたことなどをまと

めさせる。 

　　　 

（学習活動と学習指導の例） 

ある生徒が、「オリンピックの男子マラソンでは、回を追うごとに選手の記録

は向上しているのではないだろうか」という問いを立てた。そして、直近に行わ

れた５回の大会の記録を収集・整理し、複数の大会の記録の分布を比較するには

箱ひげ図が適していると考え、次のように箱ひげ図に表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある生徒は、横軸において、2012 年、2016 年、2021 年それぞれの第２四分位

数を表す線分がどれも近い位置にあると考えたことや、第１四分位数を表す線分

も同様にどれも近い位置にあると考えたことから、上位 18 番目から 36 番目まで

の記録は大きく変化しているとは言えないと判断した。このことから、必ずしも

回を追うごとに向上しているとは言えないと判断した。 

以上のことをまとめたレポートを作成し、グループ内で説明したところ、グル

ープ内の他の生徒から、次のようなフィードバックがあった。 

 

 

 

・各大会は実施年を記している。 
・上位 71 名の選手の記録を対象として、各大会の箱ひげ図を表している。 
・目盛りの数値は、２時間を超えた時間を、分を単位として表している。

・ 記録の対象者の人数をどのように決めたのですか。 

・ 直近の大会の記録で分析し判断していますが、それでよいですか。 

・ 四分位数が近い場合は、ヒストグラムで比較してみればよいのでは。
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　　このあと教師は他者から挙げられた質問や意見を説明者に整理させ、それらに

対する答えを考えさせたり、理由や根拠を明確にさせたりした。 

 

このように説明し伝え合う活動を通して、自分とは異なる考えに気付き、取り

組んだ内容の理解を深めたり、捉え直して新たな考察につなげたりすることが重

要である。例えば、フィードバックの２点目に挙げられたことをきっかけに、よ

り長期的な視点でデータを分析していくことも考えられる。 
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理　　科 

 

１　出題のねらい及び正答率 

 

第１分野及び第２分野ともに、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる。 
 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１　第１分野及び第２分野について、基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題であ

る。 

１　斜面上の物体に働く重力を２つの力に分解し、その分力を矢印で表すことがで

きる。（57.7％） 

２　電力量を求めることができる。（42.5％） 

３　金属の密度について理解している。（67.1％） 

４　原子のつくりについて理解している。（27.3％） 

５　被子植物の花の基本的なつくりについて理解している。（69.1％） 

６　消化酵素の働きについて理解している。（55.2％） 

７　太陽の南中高度について、地球の公転や地軸の傾きと関連付けて理解している。

（67.4％） 

８　日本付近における季節風の仕組みについて理解している。（43.0％） 

 

２　細胞分裂と生物の成長を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な

思考力、判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）細胞の核を染色する染色液について理解している。（74.0％） 

（２）顕微鏡の倍率について理解している。（77.7％） 

（３）生物の成長について、実験の結果を基に、表現することができる。 

（12.9％） 

２　タマネギのりん片の大きさと、細胞の様子との関係について、実験の方法や結

果を基に考察することができる。（59.9％） 

 

３　地層や岩石の観察を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考

力、判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）凝灰岩の層が堆積した当時の環境について推定し、表現することができる。 

（73.1％） 
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　　（２）地層を構成する粒の大きさから、地層が堆積した環境を推定することがで

きる。（60.9％） 

２（１）化石による地層の生成年代の推定について理解している。（56.3％） 

（２）河川で採取された岩石について、その特徴を基に、流れる水の働きと上流

の岩石の分布とを関連付けて考察することができる。（23.2％） 

 

４　化学変化と物質の質量を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な

思考力、判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）化学変化による吸熱について理解している。（76.0％） 

（２）二酸化炭素の性質について理解している。（92.6％） 

　（３）質量保存の法則を確かめるための実験について、その実験の計画から結果

を予想し、それを表現することができる。（54.0％） 

２　与えられた条件を基に、反応する物質の質量の間にある関係について考察する

ことができる。（6.8％） 

 

５　凸レンズの働きを素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）凸レンズと物体の間の距離と、像の大きさとの関係について理解している。 

（34.6％） 

　（２）虚像について理解している。（64.4％） 

　（３）凸レンズを通る光の進み方について理解している。（24.4％） 

２　凸レンズと鏡を利用した簡易のプロジェクターを作るための工夫について考察

することができる。（33.2％） 
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※正答率等詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　指導のポイント  
 

　上記の結果から、定着に課題がみられた５を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、凸レンズの働きを利用したプロジェクターの仕組みについて、実験

の方法や結果を基に、考察する力が養われているかどうかをみる問題として作成し

た。 
具体的には、凸レンズと鏡を利用した簡易のプロジェクターを作るための工夫に

ついて、凸レンズの働きに関する実験の結果を基に、考察させる問題として作成

した。  
 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 
 

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 57.7 1.3 37.1 4.0

２ 42.5 0.0 53.5 4.0

３ 67.1 0.0 32.4 0.5

４ 27.3 0.0 69.7 3.0

５ 69.1 0.0 30.9 0.0

６ 55.2 0.0 44.8 0.0

７ 67.4 0.0 32.2 0.4

８ 43.0 0.4 56.5 0.1

74.0 0.0 25.8 0.2

77.7 0.0 21.6 0.7

12.9 34.9 47.4 4.8

２ 59.9 0.1 39.3 0.6

73.1 9.3 14.1 3.6

60.9 0.0 38.9 0.1

　(1) ｃ・ｄ 56.3 1.1 42.1 0.5

　(2) Ｘ・Ｙ 23.2 0.4 75.1 1.4

76.0 0.0 23.8 0.2

92.6 1.0 3.9 2.5

54.0 14.9 25.9 5.1

２ 6.8 0.0 83.2 9.9

(1) ａ・ｂ 34.6 0.9 63.9 0.6

64.4 0.0 30.7 4.8

24.4 0.0 73.8 1.8

２ 33.2 0.4 64.9 1.4

問題番号

　ａ・ｂ・ｃ

　ｄ・ｅ

　ｆ・ｇ・ｈ

　(1)

　(2)

　(3)

　(1)

　(2)

　(1)

　(2)

　(3)

　(2)

　(3)

２
１

３

１

２

４
１

５
１

１

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

正答 部分正答 誤答 無答
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【課題の把握】 
　①　虫眼鏡を使うと、日光を集めることができたことを小学校第３学年の内容を

踏まえて思い出させ、実際に虫眼鏡を用いて日光を集めさせる。次に、虫眼鏡

を使って近くのものと遠くのものを見せ、見え方の違いに気付かせる。さらに、

虫眼鏡を通してタブレットの画面を壁などに映す様子も見せ、｢なぜ、虫眼鏡は

日光を集めることができるのか。｣、｢それぞれの像（実像、虚像）ができる条

件はどのようなものか。｣など、凸レンズの働きに関する課題を設定させる。 
 
②　虫眼鏡は、凸レンズであること説明した上で、凸レンズに平行光線を当てる

様子を観察させ、凸レンズが光を屈折させること、凸レンズの光軸に平行な光

は屈折して焦点に集まることを理解させた後、①の｢なぜ、虫眼鏡は日光を集め

ることができるのか。｣について答えさせる。さらに、｢それぞれの像（実像、

虚像）ができる条件はどのようなものか。｣について、｢凸レンズが光を屈折さ

せていることが関係しているのではないか。｣と見通しをもたせる。なお、凸レ

ンズの中心を通る光は真っ直ぐ進むことや、焦点距離についても説明をしてお

く。 
 

　【課題の探究】 
③　次に、教師は、｢壁に大きく、はっきりとタブレットの画面を映すには、どう

したらよいだろうか。｣と問いかけ、生徒に虫眼鏡を通してタブレットの画面を

壁などに映させながら、傾向を見いださせて、仮説を設定させる。その際、虫

眼鏡とタブレットの距離、虫眼鏡と壁の距離に着目させる。 
 
④　次の図１のような光学台を用いて、設定した仮説を検証する実験を行わせる。

実験結果をグループごとにまとめさせて、全体で共有し、凸レンズと物体の距

離、凸レンズとスクリーンの距離の関係を理解させる。 
　図１ 
 
 
 
 
 
 

 
⑤　次に、④の実験から得た気付きを全体で共有しながら、「スクリーンに像が映

光源 物体 凸レンズ スクリーン

光学台
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らなくなるときの条件（虚像が見える条件）はどのようなものか。」や、｢像の

大きさが物体の大きさと同じになるときの条件はどのようなものか。」と次の

課題を設定させ、実験を行わせる。なお、各グループに配付する凸レンズは、

焦点距離が異なるものを用意するとよい。 
 
⑥　各グループの結果を踏まえて、どの凸レンズにおいても、物体が凸レンズの

焦点の位置より内側にあるときにはスクリーンに像が映らないこと、凸レンズ

と物体の距離が焦点距離の２倍となる位置に物体があるときには像の大きさが

物体の大きさと同じになることなどを見いださせる。なお、虚像については、

レンズから物体を見させて、このとき見える像は、物体より大きく、上下左右

が同じ向きである、といった実像との違いに気付かせる。 
 

【課題の解決】 

⑦　次の図２のように、実像ができているときは、物体の１点から出た光が凸レ

ンズを通って１点に集まっていること、また、図３のように、虚像が見えてい

るときは、物体から出た光が集まらないためスクリーンには映らないことを、

それぞれ作図をさせながら整理をし、凸レンズによる光の屈折との関わりにつ

いて理解させる。そして、①の｢それぞれの像（実像、虚像）ができる条件はど

のようなものか。｣について、虫眼鏡を使って近くのものと遠くのものを見たと

きの像や、虫眼鏡を通して映したタブレットの画面の像が、ぞれぞれ、実像で

あるか虚像であるかを明確にさせ、まとめさせる。 
図２　　　　　　　　　　　　　　　　図３ 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

物体

光軸

焦点 焦点

虚像

凸レンズ

物体
光軸

焦点 焦点

凸レンズ

実像
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英　　語 

 
１　出題のねらい及び正答率 

 

英語で簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケ

ーションを図るために必要な知識及び技能、思考力、判断力、表現力を総合的にみる。 

 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１　英語による放送を聞き、その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力

をみる問題である。 

　Ａ　対話の概要や要点を理解し、質問に対する応答として最も適切な英文や図を選

ぶことができる。（No.1 95.5％、No.2 81.5％、No.3 57.3％） 

　Ｂ　対話の概要や要点を理解し、対話を続けるための質問を英文で書くことができ

る。（14.4％） 

Ｃ　英文の概要や要点を理解し、依頼に対して適切に応答するために自分の考えな

どを整理し、読み手に正しく伝わるように英文を書くことができる。（8.8％） 

 

２　会話文を読み、その内容について総合的に理解する能力をみる問題である。 

　１　会話文の流れに合った適切な表現を選ぶことができる。（40.2％） 

　２　会話文の内容を的確に捉えることができる。（50.1％） 

　３　会話文の展開を的確に捉え、英文の入るべき位置を選ぶことができる。 

（54.7％） 

４　会話文の流れに合った適切な表現を選ぶことができる。（55.5％） 

　５　会話文の概要や要点を理解し、適切な表現を選ぶことができる。 

（a 72.9％、b 35.6％、c 52.6％、d 49.9％） 

 

３　長い文章を読み、その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

１　文章の内容について、英語による質問に英語で適切に応答することができる。 

（（１） 16.3％、（２） 51.7％） 

２　文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。（47.1％） 

３　指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（44.8％） 

４　適切な英語の表現になるように、与えられた語を並べかえることができる。 

（19.6％） 
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５　文章の内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（48.3％） 

６（１）文章の概要や要点を理解し、対話の流れに合った適切な表現を考えて書く

ことができる。（6.3％） 

（２）英語の特徴やきまりを踏まえて、対話の流れに合った適切な表現を考えて

書くことができる。（15.3％） 

 

４　コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、表現内容を工夫してコミ

ュニケーションを行う能力をみる問題である。 

日常的な話題について、自分の考えを整理し、まとまりのある英文を書くこと

ができる。（4.0％） 

 

※正答率等詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた４を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、日常的な話題について、自分の考えを整理し、まとまりのある英

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 95.5 0.0 4.3 0.1

№2 81.5 0.0 18.3 0.1

№3 57.3 0.0 42.6 0.1

Ｂ 14.4 18.8 52.3 14.6

Ｃ 8.8 39.3 32.7 19.1

１ 40.2 0.0 59.6 0.2

２ 50.1 0.0 49.7 0.1

３ 54.7 0.0 44.9 0.4

４ 55.5 0.0 44.1 0.4

a 72.9 0.0 26.8 0.3

b 35.6 0.0 63.9 0.5

c 52.6 0.0 46.9 0.4

d 49.9 0.0 49.6 0.5

(1) 16.3 28.5 41.0 14.1

(2) 51.7 6.3 24.9 17.1

２ 47.1 3.9 39.0 10.1

３ 44.8 0.0 54.5 0.7

４ 19.6 0.5 76.3 3.6

５ 48.3 0.0 50.8 0.9

(1) 6.3 4.8 50.7 38.2

(2) 15.3 1.7 55.8 27.2

４ 4.0 49.2 37.5 9.3

問題番号

１

Ａ

５

１

６

２

３

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1
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21

22

正答 部分正答 誤答 無答
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文を書く力が養われているかをみる問題である。 

具体的には、家庭から出るごみを減らすために日常生活でできることについて、

自分のアイデアと、そのアイデアによってごみを減らすことができると考える理由

を、自分の経験を含めて書く問題として作成した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなことが

考えられる。 

 

【コミュニケーションの目的や場面、状況等の理解】 

①　「日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理して書く」とい

う単元において、「読み手に自分の考えとそのよさを分かってもらうために、事

実や自分の考えを整理し、文と文の順序や相互の関連に注意を払ったまとまりの

ある文章を書くことができる」という単元の目標を設定し、生徒と共有する。ま

た、単元の中心となる言語活動として、海外の姉妹校の生徒に広島での滞在を楽

しんでもらうデジタル・リーフレットを作成するために、そのリーフレットに掲

載する情報についてのアイデアとその理由を、クラスメートに書いて伝えるとい

う言語活動を行うことを告げる。 

 

【目的に応じた発信までの方向性の決定・言語活動の見通し】 

②　単元の中心となる言語活動において、読み手を意識し、自分の考えが伝わるよ

うな文章を書くために、どのような内容を含めるとよいのか考えさせる。例えば、

内容として、掲載したい情報、その情報を掲載する効果、掲載する情報に関わる

自分自身の経験などが考えられる。 

また、まとまりのある文章とはどのようなものか、モデル文を読んで考えさせ、

「導入－本論－結論」や「主題－根拠や具体－主題の言い換えや要約」など、文

章構成の特徴を意識しながら、全体として一貫性のある文章を書くことが重要で

あることを確認させる。 

 

【目的実現のための言語活動】 

③　生徒が話題に対する理解を深めたり、話題と自分の経験とを結び付けたりする

ことができるような活動を行う。例えば、自分自身が「旅行を楽しめなかった」

経験について、ペアで伝え合う活動を行わせる。その後、個人で、話した内容を

基に、「旅行を楽しむためにどんな情報があるとよいか」について、情報やキー

ワードをメモさせ、そのメモを基に簡単な語句や文を用いて文章を書かせる。ペ
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アで互いの文章を読み合い、読み手は、その内容について質問したり、コメント

を述べたりする。 

 

④　グループで、姉妹校の生徒が広島での滞在を楽しむためにどのような情報があ

るとよいのか考えさせる。言語や文化の違いも踏まえて、どのような情報が役に

立つか考え、共有させる。姉妹校の生徒とのオンライン交流の機会を設け、姉妹

校の生徒にインタビューをしてその内容を参考にすることなども考えられる。 

 

⑤　③・④の学習を基に、リーフレットに掲載する情報についてのアイデアとその

理由について、個人で文章を書かせる。英語での表現が難しいことについては、

既習の語句を用いて表現できることはないか学級全体で考える。書いた文章はク

ラウド上で保存し、他の生徒も参照できるようにする。 

 

⑥　⑤で書いた文章をグループ内で読み合い、②で確認した、まとまりのある文章

になっているかという観点からの気付きを交流させる。交流を踏まえて、文の順

序を入れ替えたり、内容を加えたり削ったりするなどして推敲させ、文章を完

成させる。 

 

【まとめと振り返り】 

⑦　完成した文章を教師が確認し、「アイデアとそのよさが分かるように書かれて

いるか」、「まとまりのある文章になっているか」という点からよかったものを

いくつか紹介するとともに、共通して見られた文法や語法などの誤りについてフ

ィードバックを行う。生徒は、自分の文章を自己評価し、今後の学習改善につな

げる。 

本単元で書いた文章を基にリーフレットに掲載する情報を決定し、実際にリー

フレットを作成するなど、発展的な言語活動につなげることも考えられる。 
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Ⅲ　令和８年度学力検査問題、採点基準
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